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3Q決算のポイント>>
●好調なSE、FT事業の業績を受け、3Q累計前年同期比、増収増益でした。

●SEセグメントは、3Qの受注が2Q（533億円）を上回り過去最高（648億円）、
この高水準の受注状況を受け、下期と通期を上方修正しました。

●継続したCCC（キャッシュ・コンバージョン・サイクル）の改善取り組みなどが
奏功し、1Qで達成したネットキャッシュポジションを3Qも維持、FCF（フリー
キャッシュフロー）と共に、額を伸ばすことができました。

●収益構造改革、財務体質の改善が評価され、格付けが1ノッチアップしました。
2016年末に、BBBから「BBB+安定的」に上りました。
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●3Q累計前年同期比では、増収増益（SE、FTが増収増益）でした。
営業利益に関しては、売上増加などが主要因です。

●対前四半期比（2Q vs 3Q）は、 増益（SE、FTが増収増益）でした。
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● SEとFTの好調な業績により、前年同期比（3Q比、3Ｑ累計比）で増収増益でした。
3Ｑ累計では、売上（2,100億円）、営業利益（213億円）、営業利益率（10.2％）
となり、売上と営業利益は2Ｑに続き、リーマンショック以降、最高額となりました。
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●3Qの全社の受注高（866億円）は、2Qに続いて高水準となりました。

●3Qの全社の受注残高は1,245億円と高水準で、5四半期連続の増加となり、四半期と
してはリーマンショック以降、最高額です。
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●3Q累計前年同期比、前四半期比ともに、増収増益でした。2Qに続き、ファウンドリー
とフラッシュメモリー（3D-NAND）が売上を牽引しました。装置としては、枚葉、
バッチともに増加しました。地域別では台湾、中国の伸びが顕著（国内、北米は減少）
となりました。

●通期予想でも、ファウンドリーの微細化、および、3D-NANDへの積極投資が続くと
予想され、第2四半期決算（11月）予想から上方修正しました。
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●3Qの受注高は、648億円と、非常に好調であった2Q（533億円）をさらに上回って
過去最高受注額となり、先期3Qから5四半期連続で増加しました。

●デバイス別では、2Qに続き、ファウンドリーが好調で、メモリーと合わせると、
全体の85％近い比率を占めました。

●4Qの受注は引続き強く、3Qには及ばないものの、高水準で推移すると予想しています。



10

●３Q累計、前年同期比では、印刷関連（GA）は、期中の円高影響を受けて、海外
売上が減少しました。プリント基板関連（PE）は前年同期比、微減に留まりました。

●４Q以降、収益構造改革の中で、「販売」「マーケティング」「開発・製造プロセス
改革」などにより、収益力向上を目指します。
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●３Q累計は、前年同期比では、増収増益。営業利益は10.3％と高水準になりました。
・中国向けの大型パネル用装置は投資時期の影響により、一時的に減少するも、
国内や台湾向けの中小型装置は増加と好調でした。
・営業利益も10.3％と2桁台になり、好調でした。

●前四半期比でも、増収増益。営業利益が一時的に悪化した２Qからは、想定どおり
回復しました。このまま4Qも好調に推移する見込みです。

●受注環境は、引き続き高水準で推移する見込みです。
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●3Qの受注高は90億円。受注残は4四半期連続で400億円レベルで推移しました。
→受注の中身は、大型が70％弱、中小型は25％程度。
→地域別では、中国が80%以上、台湾、日本となりました。
→OLED関連、新規事業も順調に増加しました。

●4Qの受注は３Q程度で、ディスプレー事業のみならず、新規事業も伸びる見込みです。
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前期末（2016年3月末）との比較：
総資産は、3,071億円に増加しました。
資産の部では、好調な受注に伴い「たな卸し資産」は増加、一方でキャッシュの増加、
売上債権が減少しました。
負債および純資産の部では、利益の積上げにより純資産が増加しました。

●資産合計は3,071億円。前期末比では、370億円（13.7％）増加しました。
→受取手形及び売上債権（売掛金）が減少した一方で、現金及び預金やたな卸資産が
増加したことなどによります。

●負債合計は1,703億円。前期末比では、205億円増加しました。
→有利子負債が減少した一方で、仕入債務や前受金の増加したことなどによります。
→有利子負債は245億円。社債（6月と9月）を償還したことなどにより、前期末比
151億円（38.2％）減少しました。

●純資産合計は1,367億円。前期末比では、164億円（13.7％）増加しました。
→円高の影響により為替換算調整勘定が減少した一方で、（親会社株主に帰属する
四半期）純利益を計上したことにより、利益剰余金、および、その他有価証券評価
差額金が増加しました。

●自己資本比率は44.5％と、前期末より、わずかに増加しました。引き続き、50％以上を
目指しています。
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当第3四半期連結累計期間（2016年4月-12月）におけるキャッシュフロー
●営業活動によるキャッシュ・フロー： 457億円の収入
各事業会社が継続的にCCC改善に取り組んだ結果、リーマンショック以降、3Q累計で
最大の営業キャッシュ・フローになりました。
前年同期（135億円の収入）比で、大幅改善しました。
→売上債権の減少、仕入債務の増加、前受金の増加などの収入項目が、たな卸資産の
増加などの支出項目を上回りました。

●投資活動によるキャッシュ・フロー： 35億円の支出
研究開発設備などの有形固形資産を取得したことなどにより増加（前年同期
28億円）しました。

●財務活動によるキャッシュ・フロー：185億円の支出
社債の償還（6月と9月）や配当金の支払い（6月）などによります。
前年同期は54億円の収入でした。

結果として、FCFは、422億円の高水準に（前年同期は107億円）なりました。
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●純有利子負債は、今期に入ってからマイナスです。
ネットキャッシュポジションを継続しています。

●有利子負債245億円、前期末比で151億円減少。
社債（6月と9月）を償還したことなどによる減少です。

●純有利子負債は▲302億円、前期末比で374億円の減少。
302億円のネットキャッシュポジションになりました。
3月末に向けてもネットキャッシュを維持できる見込みです。
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●2017年3月期の下期・通期の業績予想： 売上、利益ともに上方修正しました。
営業利益310億円は、過去最高（2007/3月期 305億円を上回る）を見込んでいます。
・SE事業において、足元の過去最高水準の受注状況から、売上と利益が11月時の想定を
上回る見込みになったためです。

●想定レート（通期ベース）：
・1USドル ：110円 （8月、11月時点：105円 ← 5月時点：107円）
・1ユーロ ：120円 （8月、11月時点：115円 ← 5月時点：120円）
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●配当：通期の上方修正を受け、
11月予想から5円を上乗せ、75円を予想（株式併合後の額）します。
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●4月から始まる、次期・中期3カ年経営計画の数値など詳細は、
2017年5月の決算発表時に説明する予定です。
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